












Generation of a 2.5D Dental Panoramic Image 
 
牧眞之 





In the field of dentistry, dental X ray CT system is used to generate a 3D teeth and jaw-bone image. 
However, it takes much time and irradiation of X ray is large. On the other hands, 2D dental panoramic system 
uses less X ray dose to generate 2D teeth and jaw-bone images than dental X ray CT system, and commonly 
used in the current dental clinics. The purpose of this research is to generate a 3D jaw-bone image with 2D 
panoramic images. The dental panoramic system depends on tomosynthesis method, which has capability of 
generating any layers image. Every layered image has its own region on interest about teeth. The proposed 
method captures such features by recognizing high frequency term in a layered image and synthesis them into 
an image. The proposed method could yield a 3D jaw-bone image with panoramic images. 











影できる歯科パノラマ X 線装置を用いた歯科パノラマ X
線撮影法を使用することが多い. 歯科パノラマ X 線装置
で撮影された歯科骨格画像は 2 次元平面であるため 3 次
元位置を失ってしまう. これは一般的な歯列に沿って撮
影されるため, 一曲面での画像しか作成することが出来
ないからである. 従来 3 次元での歯科骨格画像を得るた
めには歯科用 X 線 CT が用いられていた. しかし, 歯科パ
ノラマ X 線撮影法に比べて被ばく量コスト面ともに高い
という欠点があった.  








２． 歯科用 X 線撮影法 
（１）口内法 
口内法での X 線撮影は歯科用 X 線フィルムを口腔内に










歯科パノラマ X 線撮影法は断層方式と対腔管方式の 2
つがある. しかし, 歯科パノラマ X 線写真のほとんどは
断層方式で撮影された方法である. 断層方式では患者の








３． 歯科パノラマ X 線装置 
（１）QRmastr-P 
本 研 究 で は 歯 科 パ ノ ラ マ X 線 装 置 と し て
「QRmaster-P」を使用した. この装置は, タカラテレシス
テムズ株式会社(旧:テレシステムズ株式会社)によって
2010 年から製造された. 現在は販売を終了している. 
Figure1 に歯科パノラマ X 線装置を示す.  
 
 
Figure 1 歯科パノラマ X 線装置 
 
（２）QRmaster-Pの回転軌道 
歯科パノラマ X 線装置は X 線管と X 線検出器が同期し
ながら頭部を回転し撮影を行っていくが, その軌道は綺
麗な円を描くわけではない. なぜなら, 鮮明な歯の投影
















法である. Figure3 にトモシンセシス法の原理を示す.  
 
 
Figure 3 トモシンセシス法の原理 
 
歯科骨格画像の再構成におけるトモシンセシス法につ






















ワイヤによって作成されている. この支柱は各々, 0, ±







































Figure 7 ゲインカーブ 
 
 














Figure 9 原画像 
 
 
Figure 10 再構成画像 
 
 










とができる. Figure12 に最適断層面選択手順を示す.  
 
 











その 3 次元位置にマッピングすることで, 歯科骨格画像






















回は X 線パノラマ装置の X 線管と X 線検出器を結ぶ投影
線とキャリブレーションファントムの支柱位置のずれで
ゲインカーブを作成した.  
まずゲインカーブを作る際に, X 線パノラマ装置の X
線管と X 線検出器の座標が必要となる. しかし, 楕円状
に回転し投影を行っているためすべての座標が求められ
るわけではない. そのため, 座標軸と投影線の中心軸か










とした. Figure14 にある投影データのゲインを示す.  
 
 









ョンファントムの垂直ワイヤ 1 本目, 4 本目, 8 本目の半
値幅が最も細いものが再構成に適していると考えた. 結
果を Figure15,Table1 に示す.  
 
 
Figure 15 キャリブレーションファントムの再構成 
(上:従来手法のゲインカーブ 中:8 次補間 下:線形補間) 
 
Table 1 垂直ワイヤの半値幅(pixel) 
 1 本目 4 本目 8 本目 
従来手法のゲインカーブ 11.3 7.07 5.89 
8 次近似 6.80 6.77 5.91 











(上: 外側シフト 中: 中心 下: 下側シフト) 
 
Table 2 垂直ワイヤの半値幅(pixel) 
 1 本目 4 本目 8 本目 
+5.0mm 7.09 8.78 6.76 
中心 6.56 6.24 5.49 







からのシフト量は上下 1.5cm とし, 1 座標ごとの幅は
0.75mm, 中心を含め 41 枚の画像を生成した. 最大, 最小
にシフトしたキャリブレーションファントムのジオメト

















った. 結果画像として,パノラマ X 線画像, 最適断層面画




Figure 19 パノラマ画像 
 
 
Figure 20 最適断層面画像(拘束条件:上下 3 枚) 
 
 
Figure 21 最適断層面画像(拘束条件:上下 5 枚) 
 
 
Figure 22 2.5 次元画像(拘束条件:上下 3 枚) 
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